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Ⅰ-Ⅰ．令和 6年度事業報告書 

 

1．事業概況（令和 6年度を振り返って） 

当協会は、令和 6 年に創立 120 周年を迎え、それを記念し正仁親王妃華子殿下の御臨席

を仰ぎ記念式典を挙行した。また、我が国科学技術の振興と産業経済の発展に貢献するた

め、令和 6 年度においても引き続き、発明の奨励、青少年の創造性開発育成、知的財産権

制度普及等の公益事業を着実に推進した。 

発明奨励振興事業では、120 周年記念式典と併せて開催した全国発明表彰において恩賜

発明賞ほか各賞を贈呈するとともに、全国 8 ブロックにおいて地方発明表彰を実施した。

青少年創造性開発育成事業においては、企業等からの協賛を得て、全日本学生児童発明く

ふう展、未来の科学の夢絵画展、全国少年少女チャレンジ創造コンテスト、少年少女発明

クラブ事業等を実施した。 

以下、令和 6年度の事業について報告する。 

 

 

2．総 裁      常陸宮殿下 

 

 

3．役 員 構 成 （令和 7年 3月 31日現在） 

 

      会 長 1名 （代表理事） 

      副 会 長 6名 （うち 1名代表理事） 

      専務理事 1名 （業務執行理事） 

      常務理事 2名 （業務執行理事） 

      理 事    33名 

      監 査 役     2名 

 

      特別顧問     2名 

      顧  問     2名 

参  与     1名 

幹  事   110名 

 

 

4．会 員 数 （令和 7年 3月 31日現在） 

 

      344社・名 
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5．会 議 等 

（1）定時総会 

   日 時  令和 6年 6月 27日 13：15～13：58 

場 所  霞山会館「霞山の間」 

議 題  ＜決議事項＞ 

第 1 号議案 令和 5年度事業報告及び決算承認の件 

第 2号議案 理事選任の件 

       ＜報告事項＞ 

令和 6年度事業計画及び同収支予算報告の件 

 

（2）理事会 

  ①日 時  令和 6年 5月 21日 12：45～13：45 

   場 所  霞山会館「霞山の間」及び Web会議システムの併用により開催 

   議 題  (1) 令和 5年度事業報告及び決算（案）について 

(2) 理事選任（案）について 

(3) 定時総会の招集（案）について 

(4) 幹事の推薦について 

報告事項 (1) 代表理事等の職務執行状況 

(2) 令和 5年度 青少年創造性開発育成事業へのご協賛 

(3) その他 

 

  ②日 時  令和 6年 6月 27日 14：05～14：15 

   場 所  霞山会館「霞山の間」及び Web会議システムの併用により開催 

   議 題  (1) 常務理事の選定について   

    (2) 特別顧問、顧問及び参与の推薦について 

      (3) 幹事の推薦について 

 

  ③日 時  令和 7年 3月 18日 12：30～13：20 

   場 所  霞山会館「霞山の間」及び Web会議システムの併用により開催 

   議 題  令和７年度事業計画・同収支予算（案）について 

報告事項 (1) 代表理事等の職務執行状況 

(2) その他 

 

 

6．登 記 事 項 

 

理事変更登記  令和 6年 8月 1日 
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7．組織及び職員数 （令和 7年 3月 31日現在） 

 

機構・組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数 16名 
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8．恩賜発明賞・恩賜記念賞の贈呈 

皇室より御下賜金を拝受し、令和 6 年度全国発明表彰において、独創性に富む極めて優

れた発明により我が国科学技術の振興と産業の発展に大きく貢献した発明者に恩賜発明賞

を贈り、その栄誉を讃えた。また、第 83 回全日本学生児童発明くふう展において、最も

優秀な作品を恩賜記念賞に選定した。 

○恩賜発明賞 「HIVインテグラーゼ阻害剤ドルテグラビルの発明」 

川筋  孝      塩野義製薬株式会社 

垰田 善之       塩野義製薬株式会社 

大司 照彦     塩野義製薬株式会社 

Brian Alvin Johns Brii Biosciences 

○恩賜記念賞 「光触媒パワーで世界初の害虫アリ定着予防『キラ星の砂』」 

正能 佳明  品川区立第三日野小学校 4年 

 

 

9．発明奨励振興事業 

（1）全国発明表彰 

主催  発明協会 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、世界知的所有権機関、 

日本経済団体連合会、日本商工会議所、日本弁理士会、朝日新聞社 

 

  令和 6 年度は、地域の発明協会、関係団体等からの推薦により専門部会を経て、令和

6 年 4 月に選考委員会を開催し、第 1 表彰区分において恩賜発明賞、内閣総理大臣賞等

の特別賞ほか各賞、第 2表彰区分において未来創造発明奨励賞を選考した。 

表彰式は、当協会創立 120 周年記念式典に併せ令和 6 年 7 月 11 日、オークラ東京に

おいて、文部科学省の塩見研究振興局長、特許庁の滝澤総務部長をはじめとする来賓の

参列を得て挙行し、内閣総理大臣賞以下の各賞、恩賜発明賞受賞者に畠山一清賞、特別

賞・未来創造発明奨励賞受賞者に発明奨励金を贈呈した。 

なお、恩賜発明賞は正仁親王妃華子殿下の御臨席の下で挙行した記念式典において授

与した。 

 

○第 1表彰区分 

 恩賜発明賞                          1件   4名    特別賞           10件 28名 

 発明賞                               10件 29名    発明実施功績賞※１     11件 12名 

○第 2表彰区分 

未来創造発明賞         該当なし                 未来創造発明奨励賞      2件 12名 

未来創造発明貢献賞※２   2件  4名 

○発明奨励功労賞                         16名 

 

 ※１ 恩賜発明賞、特別賞を受賞する法人の代表者に贈呈 

 ※２ 未来創造発明奨励賞を受賞する法人の代表者に贈呈 
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（2）地方発明表彰 

主催  発明協会 

共催  46道府県発明協会 

後援  文部科学省、特許庁、中小企業庁、各経済産業局、北海道、青森県、 

    新潟県、岐阜県、奈良県、広島県、高知県、大分県、日本弁理士会、 

工業所有権電子情報化センター 

 

 令和 6 年度は、地域の発明協会より多数推薦された中から、令和 6 年 7 月に開催した中

央選考委員会及び 8月に 8ブロックで開催した地方選考委員会において各賞を選考した。 

表彰式は、10 月下旬から 11 月下旬にかけて以下のとおり挙行し、計 436 件、1,214 名

を表彰した。 

・北海道地方発明表彰式 10月 24日 北海道帯広市 

 ・東北地方発明表彰式    11月   6日 青森県青森市 

 ・関東地方発明表彰式   11月 15日 新潟県新潟市 

 ・中部地方発明表彰式    11月 21日 岐阜県岐阜市 

 ・近畿地方発明表彰式 11月 28日 奈良県奈良市 

 ・中国地方発明表彰式    11月 12日 広島県広島市 

 ・四国地方発明表彰式    11月 27日 高知県高知市 

 ・九州地方発明表彰式    11月 15日 大分県大分市 

 

（3）「戦後日本のイノベーション 100選」特設サイトの運営 

戦後日本で成長を遂げ、我が国産業経済の発展に貢献したイノベーションを紹介する 

特設サイトの運営を行った。 

 

 

10．青少年創造性開発育成事業 

（1）第 83回全日本学生児童発明くふう展 

主催  発明協会 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、世界知的所有権機関、日本弁理士会、 

NHK、毎日新聞社、日本科学技術振興財団・科学技術館、全国連合小学校長会、 

全日本中学校長会、全国高等学校長協会、全国工業高等学校長協会 

 

令和 6 年度は、各地域で開催された発明くふう展等において優秀な成績を収めた作品

のうち地域の発明協会より推薦された作品を中心に 750 点の応募があった。これらの作

品について、令和 7 年 1 月 9 日に審査幹事会、同月 24 日に審査委員会を開催し、恩賜記

念賞、内閣総理大臣賞等の特別賞ほか各賞を決定した。 

令和 7 年 3 月 28 日には、科学技術館において、正仁親王妃華子殿下御臨席の下、野中

文部科学副大臣、古賀経済産業副大臣をはじめ来賓多数の参列を得て作品御覧が行われ、

その後表彰式を挙行した。 

翌 29 日から 30 日には、同館イベントホールにおいて展覧会を開催（「第 47 回未来の

科学の夢絵画展」と同時開催）した。 
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・第 83回全日本学生児童発明くふう展入賞作品 

○恩賜記念賞 1点 ○特別賞 13点 ○奨励賞 20点 ○入選 122点 

 

（2）第 47回未来の科学の夢絵画展 

主催  発明協会 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、日本弁理士会、NHK、 

朝日新聞社、朝日小学生新聞、朝日中高生新聞、 

日本美術教育連合、美育文化協会 

令和 6 年度は、全国の小・中学校、幼稚園・保育園及び外国人学校の児童生徒から応

募のあった 7,739 点の作品について令和 7 年 2 月 6 日に開催した審査委員会において文

部科学大臣賞等の特別賞ほか各賞を選考した。 

令和 7 年 3 月 28 日には、科学技術館サイエンスホールにおいて、文部科学省の水野振

興企画課奨励室長、特許庁の田岡総務部総務課長をはじめ来賓多数の参列を得て表彰式

を挙行した。 

翌 29 日から 30 日には、同館イベントホールにおいて展覧会を開催（「第 83 回全日本

学生児童発明くふう展」と同時開催）した。 

・「小学校・中学校の部」 

  ○特別賞  11点   ○優秀賞  49点   ○奨励賞  81点 

・「幼稚園・保育園の部」 

   ○特別賞    1点   ○優秀賞    5点   ○奨励賞  40点 

・「外国人学校の部」 

   ○特別賞    1点   ○優秀賞    5点   ○奨励賞  10点 

 

（3）未来の科学の夢絵画展 ネット美術館 

   本絵画展の受賞作品と各国の公益機関等から推薦を受けた青少年の絵画作品をネット美

術館（Webサイト）に掲載し、広く一般に本事業の成果を発信した。 

 

（4）少年少女発明クラブ事業 

①少年少女発明クラブ 

次代を担う青少年の創造性を育成するため、全国各地域の少年少女発明クラブにおい

て活動を行った。なお、令和 6年度は 3クラブが新規に活動を開始した。 

・少年少女発明クラブ設置数：211クラブ（令和 7年 3月 31日現在） 

・クラブ員数：約 9,000名 

・指導員数 ：約 2,500名 
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②少年少女発明クラブ全国会議 

少年少女発明クラブの活動方法等についての研究討議を行うとともに、運営等につい

ての情報交換を図るため、第 87 回少年少女発明クラブ全国会議を東京都で開催した。本

会議では、発明クラブ事業開始から 50 年の節目を記念して、ノーベル化学賞受賞者の野

依良治氏による特別講演や、発明クラブの持続的発展と地域連携の重要性をテーマにし

たパネルディスカッションを行った。 

・開催日：令和 6年 9月 17日 

・会 場：AP新橋 

・出席者：全国各少年少女発明クラブ会長、指導員、地域の発明協会担当者等 116名 

③少年少女発明クラブ指導員表彰 

少年少女発明クラブにおける指導に多年従事し、青少年の創造性開発育成に関し特に

功績のあった指導員 60名（41クラブ）に対し、感謝状を贈呈した。 

④少年少女発明クラブ指導員研修会 

少年少女発明クラブ指導員の資質の向上と情報交換を目的とした都道府県別研修会 

（10か所）及びブロック研修会（3か所）を開催した。 

⑤少年少女発明クラブニュースの発行 

少年少女発明クラブにおける創意工夫活動の成果、各種イベントの告知・報告等を掲

載した「少年少女発明クラブニュース」を隔月（計 6 回）で発行し、全国の少年少女発

明クラブ、地域の発明協会、地方自治体、科学館等を通じて広く一般に配布した。 

  ⑥「はつめいキッズ」ホームページの運営 

   青少年の創造性開発育成活動の成果普及を図ることを目的に、少年少女発明クラブを

はじめとした本事業全般を紹介するホームページ「はつめいキッズ」を運営した。 

＊本事業の①、②、⑤については、競輪の補助を受けて実施した。 

 

（5）第 12回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト 

主催   発明協会 

共催   愛知県 

後援   文部科学省、経済産業省、特許庁、日本弁理士会、NHK、 

全国連合小学校長会、全日本中学校長会 

特別協賛 株式会社荏原製作所 

令和 6 年 9 月 27 日に開催したコンテスト委員会において、地区大会（49 地区）に参

加した 367チームから全国大会に出場する 60 チームを選考した。 

全国大会は、令和 6 年 12 月 13 日に Aichi Sky Expo 展示ホール D において開催し、

全チームの競技終了後、文部科学大臣賞、特許庁長官賞の特別賞ほか各賞を選考した。

その後、愛知県の大村知事をはじめ来賓多数の参列を得て表彰式を挙行した。 

＊本事業は、競輪の補助を受けて実施した。 
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（6）東京都児童生徒発明くふう展 

東京都からの委託事業として、第 67 回東京都児童生徒発明くふう展を開催した。展覧会

は港区立みなと科学館において令和 6 年 12 月 4 日～7 日にかけて開催し、特別賞 12 点、

優秀賞 22点、入選 56点の計 90点を展示した。また、最終日の 7 日には同科学館プラネタ

リウムホールにおいて表彰式を開催した。 

 

（7）青少年創造性開発育成海外交流 

   世界青少年発明工夫展（IEYI）は、台湾にて 5 年ぶりの現地開催となり、ビデオ審査部

門も加えた 2部門で開催された（主催：台湾創意発展協会）。 

日本からは、第82回全日本学生児童発明くふう展、第46回未来の科学の夢絵画展及び第11

回全国少年少女チャレンジ創造コンテストにおいて優秀な成績を収めた青少年25名（創作品14

点と絵画11点）が参加し、英語による作品紹介等を行い、以下の各賞を受賞した。 

・日本メンバー受賞結果（現地審査・ビデオ審査合計） 

  ○金賞 7点   ○銀賞 12点   ○銅賞 3点   ○特別賞 2点 

＊本事業は、競輪の補助を受けて実施した。 

（8）発明の日及び科学技術週間協賛事業 

発明の日（4 月 18 日）及び科学技術週間協賛事業として、地域の発明協会及び全国の少

年少女発明クラブにおいて公開発明教室、発明クラブ作品展等を行い、多数の参加を得て

モノづくりへの興味・関心を高めた。 

 

（9）青少年創造性開発育成委員会 

青少年創造性開発育成事業の拡充・強化等について審議を行うため、「第 44 回青少年創

造性開発育成委員会」を令和 7年 3月 6日に開催した。 

 

（10）青少年創造性開発育成事業へのご協賛 

当協会が行う青少年創造性開発育成事業について、広く産業界等からの事業協賛を募り

同事業の更なる充実を図った。 

令和 6年度においては、以下の協賛を得た。 

 ・ゴールドスポンサー 13社・団体 

 ・シルバースポンサー 13社 

 ・ブロンズスポンサー 25社 

 

 

11．知的財産権制度普及等事業 

国際知的財産保護フォーラム（IIPPF）の活動に企画委員として参画した。また、IIPPF

会員企業等の協力を得て、真正品、模倣品・海賊版等の展示を以下の各イベントにおいて

実施し、知的財産保護への意識向上を図った。 
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「ホンモノ？ニセモノ？君はわかるかな？」の展示説明 

・令和 7年 3月 29日～30日 

「第 83回全日本学生児童発明くふう展」「第 47回未来の科学の夢絵画展」展覧会 

「真正品、模倣品・海賊版」の展示説明 

 ・令和 6年 7月 24日 

中央区（東京都）主催 「出張！ＩＰカルチャー教室」 

 ・令和 6年 9月 14日 

中央区（東京都）主催 「中央区児童生徒発明くふう展」 

 

 

12．創立120周年記念式典・記念祝賀会  

令和6年7月11日に正仁親王妃華子殿下の御臨席を仰ぎ、オークラ東京において特別功

労者、全国発明表彰受賞者及び各界からの来賓、関係者約500名の列席の下、創立120周

年記念式典を開催した。 

式典において、野間口有氏（前 発明協会会長）、末松安晴氏（前 全国発明表彰選考

委員会委員長）、清水康敬氏（前 全日本学生児童発明くふう展審査委員長）及び小林昭

子氏の4名に対し特別功労者感謝状を贈呈したほか、全国発明表彰の恩賜発明賞受賞者に

対し賞状を授与した。 

 

主な来賓（敬称略）： 

森屋宏（内閣官房副長官）、海江田万里（衆議院副議長）、長浜博行（参議院副議

長）、岡村和美（最高裁判所判事）、今枝宗一郎（文部科学副大臣）、岩田和親

（経済産業副大臣）、滝澤豪（特許庁総務部長）、澤井智毅（WIPO日本事務所所

長）、岩村有広（日本経済団体連合会常務理事）、畠山一成（日本商工会議所常務

理事）、鈴木一永（日本弁理士会会長）、中村史郎（朝日新聞社代表取締役会長）  

 

 

13．地域機関との相互連携 

発明協会会長等懇談会 

全国で開催される地方発明表彰式に併せ、令和 6 年 10 月下旬から 11 月下旬にかけて地

域協会会長等との懇談会を開催し意見交換を行った。 

懇談会は、関東地方を除く北海道地方・10 月 24 日、東北地方・11 月 6 日、中部地方・

11 月 21 日、近畿地方・11 月 28 日、中国地方・11 月 12 日、四国地方・11 月 27 日、九州

地方・11月 15日の 7地方で開催した。 

 

 

14．関係省庁への協力 

（1）文部科学省表彰関係事業への協力 

科学技術の振興と発明の普及に寄与するため、叙勲、褒章及び文部科学大臣表彰科学技

術賞（開発部門、技術部門等）の表彰対象者の調査・推薦を行った。 
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（2）特許庁知財功労賞等への協力 

経済産業省･特許庁による「知的財産権制度関係功労者表彰」、「知的財産権制度活用優良

企業等表彰」の候補者・候補企業及び農林水産省による「農林水産・食品分野における知

的財産権制度活用優良企業等表彰」の候補企業の調査・推薦を行った。 

 

 

15．東京発明推進協議会の活動 

令和 7 年 1 月 16 日に霞山会館において新年賀詞交歓会を開催し、会員、来賓等との交流を図

った。 

 

 

16．公益事業の広報活動 

当協会機関紙「月報はつめい」を会員に配布するとともにホームページにおいて広報活

動に努めた。 
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Ⅰ－Ⅱ．事業報告書の附属明細書 

 

 

 

令和 6 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34

条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しない。 

 

 

 

 

令和 7年 5月 

公益社団法人 発明協会 
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